ジョナサン・エドワーズにおける国家契約（National Covenant）--アメリカ的慨嘆歌（Jeremiad）という神学的社会倫理基盤 by 矢澤 励太
ジョナサン・エドワーズにおける国家契約（National Covenant）
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 はじめに１．１ 問題状況２００１年９月１１日にアメリカで同時多発テロが起こった時、パット・ロバートソン（Pat Robertson）、ジェリー・ファルウェル（Jerry Falwell）といった著名人が、この出来事を神のアメリカに対する懲罰だと語り、物議を醸した。１２０１７年２月にも、上院議員候補のロイ・モア（Roy Moore）が、「９．１１」はアメリカが神から離れていることに対する神罰であったかもしれないと発言し、話題となった。２ そればかりではない。２００４年にインドネシア大津波、２００５年のハリケーン・カトリーナ、２０１０のハイチ大地震、２０１１年の東日本大震災といった大規模自然災害が起こるたびにも、これは何らかの神罰ではないか、といった言説が識者や著名人の中から飛び出して物議を醸すことがある。これは全能なる神の世界創造と統治および摂理を信じる者にとっては、「なぜこのようなことが 起こるのか」という問いと結びついて惹起する一つの説明の試みではある。しかしことアメリカにおけるこうした神罰論的言説の背景には「アメリカ的慨嘆歌」（American Jeremiad）とも呼ばれる伝統があることを認識する必要がある。アメリカはピューリタンたちがニューイングランドに入植した当初から、聖書が証しする神によって特別に選び出され、契約を結んだ民としての明確な意識をもって出発した。この神との契約関係において自分たちがどのような状態にあるのかを常に振り返り、吟味する精神的態度が「慨嘆歌」という霊的修辞を生み出してきたのである。このピューリタン的自己吟味の伝統を理解することが、今日にまで至るアメリカの政治的、社会的、宗教的背景を探る上で不可欠である。さらにはこの「慨嘆歌」がどのような意義を持ち、どのような問題点を孕むものであるかを検討し、日本社会と教会にとっての意味を考察した研究はほとんど見られない。日本ではわずかに米文学者難波雅紀がトーマス・シェパード（Thomas
Shepherd）の説教に現れた慨嘆歌を研究し（難波、
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１９９５年）、国際政治学の観点から中嶋啓雄が現代アメリカ政治の背景にあるユダヤ・キリスト教的伝統に着目している（中嶋、２０１２年）。しかし日本のキリスト教が受け継いでいるアメリカのキリスト教の精神的遺産としてのこの慨嘆歌の伝統は、本来日本の教会が内側から理解し、吟味検討し、建設的批判と共に継承していくべきものである。本稿では聖書的伝統から生まれ、ヨーロッパからアメリカに伝播した後、そこで独自の展開を遂げることになるこの「慨嘆歌」の伝統を考察し、その功罪についても認識した上で、日本の教会と社会におけるその意味についても触れてみたい。１．２ これまでの研究アメリカにおける慨嘆歌の伝統は、戦後アメリカにおけるピューリタン再発見のきっかけとなったペリー・ミラーの研究によって認識され始める（Miller、１９５３年）。しかし特にこの分野における研究の金字塔として知られるのはサクバン・バーコヴィッチ（Sacvan Bercovitch）による『アメリカ的慨嘆歌』である。バーコヴィッチは、１７世紀アメリカ・ピューリタニズムに淵源するアメリカ的 慨 嘆 歌 の 伝 統 と そ の 特 徴 を 特 定 し た（Bercovitch，１９７８）。ハリー・スタウト（Harry S.
Stout）はニューイングランド植民時代に生み出された膨大な説教の分析を通じて、選挙や断食祈祷日等におけるピューリタンの国家契約理解を描き出している（Stout，１９８６）。ロバート・ベラー（Robert N. Bellah）はアメリカ社会における市民宗教化したキリスト教の伝統、さらにその深みにあ る 契 約 概 念 の 意 味 を 考 察 し て い る（Bellah，１９７５）。さらにアンドリュー・マーフィー（Andrew Murphy）はバーコヴィッチの研究がカバーする南北戦争時代までを越え、２１世紀アメリカにまでいたるこの慨嘆歌の系譜をたどっている（Murphy、２００９）。特に世界のグローバル化に歯止めがかかり始め、トランプ大統領のような人物が「偉大なアメリカを取り戻す」と力説し、各国が自国の利益を最優先にする兆しが見える中で、アメリカが自己のアイデンティティーについて再考し始めており、その中でこの「アメリカ的慨嘆歌」の伝統が再び関心を集めていると思われる。本研究が中心的に考察する１８世紀アメリカの牧
師・神学者であるジョナサン・エドワーズ（Jonathan Edwards）もまた、ニューイングランドに入植した初代ピューリタンたちからのアメリカ的慨嘆歌の伝統を受け継いで説教をしていることが、スタウトによって明らかにされている（Stout，１９８８）。ジェラルド・マクダーモット（Gerald McDermott）もまた、エドワーズの国家契約について、パブリック・セオロジー（public








待しておられる。しかし、もしわたしたちが目的として提示した規約を遵守せず、神を偽ってこの世に心を寄せ、肉の思いを追い、自分自身と子孫のために大いなるものを求めるなら、主は必ずや、わたしたちに対して怒りを発し、偽りの誓いをたてた者に報復し、契約不履行の代価を思い知らせ給うであろう。」（木下、１９７６、１２４頁）ここにアメリカ的慨嘆歌の特徴は顕在化している。「丘の上の町」（city upon a hill）としてニューイングランドが神の栄光を現すために心を一つにし、その歩みにおいて神との間に交わした契約への誠実を尽くすならば、民は「イスラエルの神がわたしたちのあいだにい給う」ことを見出し、「主はわたしたちの行く手をたえず祝福し給う」。しかし「わたしたちがたずさわっているこの事業において神を偽」ることがあるならば、「主が現在さしのべておられる援助の手を引いてしまわれる」こととなり、「わたしたちの噂は知れわたり、この世の物笑いの種」となる（木下、１９７６、１２５頁）。３そしてこの説教は申命記第３０章にある、奴隷の地エジプトを脱出した後、荒れ野にあってイスラエルの民を導いたモーセの言葉をもって閉じられるのである。「見よ、わたしは今日、命と幸い、死と災いをあなたの前に置く。わたしが今日命じるとおり、あなたの神、主を愛し、その道に従って歩み、その戒めと掟と法を守るならば、あなたは命を得、かつ増える。あなたの神、主は、あなたが入って行って得る土地で、あなたを祝福される。もしあなたが心変わりして聞き従わず、惑わされて他の神々にひれ伏し仕えるならば、わたしは今日、あなたたちに宣言する。あなたたちは必ず滅びる。」（申命記第３０：１５－１８）ニューイングランドに植民したピューリタンはその初めから、祝福と災いを神との契約関係においてとらえる精神的態度をもって新天地での神の都建設という事業に乗り出したのである。初代ピューリタンは自分たちを旧約聖書におけるイスラエルの民と同じく、神に選ばれた民と同
定し、それゆえにイスラエルの民がそうであったように、神との間に契約関係を生きようとした。ピューリタンがイギリスでの迫害を逃れて海を渡り、ニューイングランドに入植した時、彼らはその経験をイスラエルの民の出エジプトの出来事になぞらえたのである。「旧約聖書全体は、新約聖書への道備えである。受肉以後の歴史のすべてはキリストの再臨への道備えである。それは約束から成就へ、モーセから洗礼者ヨハネ、さらにはサミュエル・ダンフォースに至るものであり、旧世界から新世界へ、カナンのイスラエルからアメリカにおける新しいイスラエルへ、アダムからキリスト、さらには黙示録の再臨へと至るものである」（Bercovitch，１９７８，No．９３８－４１／６１３７）。ピューリタンにおいてこの慨嘆歌の伝統はジョナサン・ミッチェル（Jonathan Mitchell）の『城壁に立つネヘミヤ』（Nehemiah on the Wall，１６６７）、ウィリアム・スタウトン（William Stoughton）の『ニューイングランドの真の関心』（１６６８）、サミュエル・ダンフォース（Samuel Danforth）の『ニューイングランドに託されし荒野への使命』（A Brief





 ジョナサン・エドワーズにおける慨嘆歌初期ピューリタンにおいて、この慨嘆歌の特徴が顕著に現れ出たのは、断食、軍事的勝利や敗北、選挙といった出来事を巡る牧師の説教である。ペリー・ミラー（Miller，１９８１，７６）やコンラッド・チェリー（Conrad Cherry）といったエドワーズの研究者たちは、エドワーズが初期ピューリタンたちの契約神学の伝統から離脱したと分析しているが（Cherry，１９６５，３２９）、実際はハリー・スタウトが論じるように、エドワーズは初期ピューリタンの伝統を忠実に受け継いだ典型的な契約神学者であった。５ こうした見解の相違が生じたのは、研究者たちが主として当たったエドワーズの原典は彼が日曜日に行った教会での礼拝説教であったのに対し、国家契約のモティーフが典型的に現れ出るのは前述のような断食祈祷日や選挙日といった機会に行われた週日における礼拝説教であり、その多くが未出版であったことによる。現存するエドワーズの説教原稿をほぼすべて閲覧できるようになった現在、エドワーズの説教を分析すれば、そこに国家契約に基づくアメリカ的慨嘆歌の伝統が息づいていることは明らかである（Stout，１９８８，１４３－１４４）。たとえば、１７３７年３月に行われた断食祈祷日の週日礼拝において、歴代誌下第２３章１６節（「エホヤダは自分とすべての民と王との間に、彼らは皆、主の民となるとの契約を結んだ」）を聖書テキストとして、エドワーズは以下のように語っている。「ある人々は契約の民として神によって選び出されている。本日の聖書箇所で語られている民もま
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